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はじとめに

腸間膜襲胞腺癌は,極 めてまれな疾患とされている

が,最 近われわれはその 1例 と思われる症例を経験し

たので,若 千の文献的考察を加えて報告する。

症  例

症例 :34歳,女 ,

主訴 !腹部腫瘤.

家族歴 :特記すべきことはない。

既往歴 t特記すべきことはない。

現病歴 Ⅲ1984年5月 ころから腹部腫瘤 (径約10cm)

に気付いていたが,徐 々に増大してきたので1985年7

月当院産婦人科を受診 しultrasonography(US),

computed tomography(CT)な どで検索の結果腹部

嚢胞性腫瘤と診断され,当 科を紹介された。
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索引用語 t腸間膜襲胞腺癌,腸 性裏胞,重 複腸管

入院時現症 :身良153cm,体 重58kg,血 圧144/80   血 管造影所見 :上腸間膜動脈の左方への圧排所見は

ElmHg,脈 拍75/分整,結膜に貧血,黄痘を認めず,頸   認 められたが,腫 瘍の栄養動脈や腫瘍濃染像は認めら

部リンパ節も触知しなかった。右側腹部に表面平滑で  れ なかった (図3).

多少可動性のある腫瘤を触知したが,圧 痛,抵 抗は認   以 上の検査結果から後腹膜嚢胞と診断し,1985年12

めなかった。                     月 10日手術を施行した。

入院時検査所見 t末梢血液検査,血 液生化学検査,    手 術所見 :右傍正中切開で開腹すると,右 の後腹膜

尿検査では軽度の貧血を認めたほかはとくに異常所見  腔 に成人頭大の嚢胞が認められた(図4).襲 胞壁は厚

を認めなかった。corcinoemfryonic antigen(CEA)  く ,上 行結腸と口着していたので,襲 抱内容(奨液性)

もlng/ml未満であった。胸部 X線 撮影,心電図でも果   を 吸引した後,嚢胞を含む結腸右半切除術を施行した,

病理組織学的所見 :嚢胞壁は主に結合組織からな

常所見を認めなかった。

腹部超音波検査所見 :右腹部に大きさ14×13×12

cmの 境界明瞭,内 部エコー均一で後方エコーの増強

が認められる嚢胞性腫層が認められた(図 1左 ).腫 瘤

は肝,胆 ,膵 ,腎 ,陣 ,子 宮,卵 巣とは無関係であっ

ブti,

腹部 CT検 査所見 t右腹部に大きさ15×14×13cm

のほぼ球形,内 部均一な嚢胞を思わせるlow density

areaを 認めた,腫 瘤壁,内 腔ともエンハンスはされな

かった (図 1右 ),

消化管透視所見 i注腸検査では上行結腸が左方へ圧

排されていたが,壁の不整は認められなかった(図 2).

上部消化管透視でも十二指腸下行脚の上方への圧排所

見がみられた。

り,平 滑筋成分は認められなかった.上 皮は大半で脱

落していたが,残 存上皮は大腸粘膜類似の上皮からな
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図 2 注 腸造影.上行結腸が左方へ圧排されていたが,

壁の不整は認められなかった.

り,大 部分は乳頭状発育を示し,明 らかに構造果型を

示す部位があり乳頭腺癌と診断された。腫瘍の存在部

位や嚢胞を形成する壁内に平滑筋成分がないことなど

から腸間膜嚢胞腺癌と診断した (図5,6).

術後経過はllk調で,術 後第14病日に退院し術後 9月

現在も健在である.

考  察

腸間膜嚢胞は腸間膜に発生する嚢胞である1)が,比

較的まれな疾患であり,1507年Benevieniりの剖検4/1の

記載以来欧米で約800例め,本 邦ではわれわれが調べえ

た限 りでは288例の報告ゆ
-91を
みるにすぎない。年齢,

性別は,欧 米でら30～40歳台に最も多く,や や女性に

多いとされ。本邦では10歳以下が約半数を占め,や や

男性に多い傾向がある。.

腸間膜裏胞は,Beahrsら
1いによると嚢胞壁の組織学
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図3 血 管造影.上 揚間膜動脈の左方への圧排所見は

認められなかったが,腫 瘍の栄養動脈や腫瘍濃染像
は認められなかった。

図4 手 術所見.右 の後腹膜腔に成人頭大の嚢胞が認
められた。嚢胞壁は厚く,上行結腸と固着していた。

腸間膜妻胞腺癌の1例

図1 腹 部US(左 )と腹部CT(右 ).USで は右腹部に14×13×12cmの境界明瞭,

内部エコー均一で後方エコーの増強が認められる襲胞性腫瘤が認められた。CTで

も右腹部に15×14×13cmのほぼ球形,内 部均一な襲胞を思わせるlow density

areaを認めた。
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図5 病 理組織所見 (右:×800倍),妻胞壁は主に結

合組織からなり,平 滑筋成分は認められなかった。

上皮は大半で脱落していたが,残 存上皮は乳頭状の

発育を示し,明 らかな構造果型がみられ乳頭腺癌の

所見であった。右図は左図の矢印の部分の拡大像で

ある。

的性状や病状の経過,病 因により,胎 児性および発育

性の嚢胞,外傷性あるいは後天性嚢胞,断生物性嚢胞,

炎症性および変性性嚢胞の 4群 に分類される (表 1).

自験例は嚢胞が上行結腸と接して存在し,内 面に大腸

粘膜類似の上皮を有していたので,胎 児性および発育

表 1 腸 間膜裏胞の分類 (BeahrSらによる)1い

1 胎 児性および発育性の襲胞

腸性襲胞,泌 尿生殖性裏胞, リンパ性襲胞,

類皮妻胞を含む

2.外 傷性および後天性嚢胞

骨盤手術後に多い

3 新 生物性襲胞

良性と悪性化したものが報告されている

4.炎 症性および変性性の嚢胞

感染に伴うリンパ節の変性や寄生虫による裏胞など
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図 6 切 除標本と癌の存在範囲

性の嚢胞群の中の腸性嚢胞が癌化したものと考えられ

た。腸性嚢胞は重複腸管とほぼ同義語と考えられてい

るが,重 複腸管の定義として,① 内面に消化管粘膜を

有すること,②平滑筋層が認められることが必要であ

るとするのが一般的である
11)121。
自験例は E,V.G.染色

でも平滑筋成分は認められなかったので,重複腸管と

はせず,腸管裏胞腺癌と診断した。

悪性腸間膜嚢胞の報告は極めてまれであり,わ れわ

れが調べえた限りでは自験例を含め 7711である (表

2)1め
～181.組織診断は腺癌 4例,平滑筋肉腫 2例,胎児

性癌 1例で,本 邦における悪性例は大谷らによる平滑

筋肉腫と自験例のみであり,腺 癌の報告は自験例が初

めてであると思われる。悪性腸間膜嚢胞 7例の年齢は

18歳から66歳まで,平 均44.7歳で10歳以下にはみられ

ず,性 別は男 1例,女 6例 と女性に多かった。主訴は

腹部腫瘤 3例,下 血 24/1,体重減少,食 思不振各 1例

で,術 前診断は嚢胞性腫瘤 34/1,悪性腫瘍 3例,陣 腫

1例であった。発生部位は結腸間膜 5例,小 腸間膜,

Muller管の疑い各 1例であった。

表 2 悪 性腸間膜襲胞報告例

◆:腺荷

No. 報告者 (年度) 年齢,性 主訴 術前診断 手術 発生部位 組織診断

1 Peterson EW 13)(1933) 6 4 ,女 腹部腫瘤 腹部要胞 摘 出 結腸間膜 腺癌

2 Peterson EW 14)(1940) 55,男 体重減少 結腸癌 結腸合併切除 結腸間膜 胎児性癌

3 Douglasヽ VG etal151(1965) 18,女 食思不振 転移性癌 音け検 Muner管 の疑い 腺癌

4 Hardin W.etal 16)(1970) 66, 女 腹部腫瘤 陣腫 核 出術 横行結腸間膜 平滑筋肉腫

5 大谷.他 1の(1971) 53, 女 下 血 悪性腫場 剖検 小腸間膜 平滑筋肉腫

6 Tykka H etal18)(1975) 23,女 血使 襲胞性腫瘤 結腸左半切除 下行結腸間膜 腺癌

7 自験例 (1986) 3 4 .女 腹部腫瘤 後腹膜襲胞 結腸右半切除 上行結腸間膜 腺 癌
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腸間膜嚢胞の治療に関しては,良 悪性の正確な術前

診断は極めて困難であり, 自験例のように術前に悪性

を思わせる所見がなくても,組 織学的検索によりはじ

めて嚢胞腺癌と診断されることもあることから襲胞の

完全摘出を行 うべきであるが, この際腸管血行障害の

可能性があれば腸管合併切除が必要である。割検 2例

を除く悪性腸間膜嚢胞 5例 では,嚢 胞を含む結腸合併

切除 3例 ,嚢 胞摘出または核出 2例 であった。

悪性腸間膜嚢胞 7例 の予後は,生 存 4例 ,術 後 1年

で癌性腹膜炎で死亡 1421,発症後 4カ 月で呼吸不全で

死亡 1例 (剖検),発 症後20年で腹膜炎で死亡 1例 (剖

検)で あった。

おわりに

極めてまれな腸間膜嚢胞腺癌の 1例 を若子の文献的

考察を加えて報告した。悪性腸間膜嚢腫の報告は自験

例を含めて 7例 であったが,腺 癌の報告は自験例が本

邦初めてであると思われる。

本論文の要旨は第217回東海外科学会例会(1985年5月,

名古屋)において発表した.稿を終えるにあたり,病理組織

学的所見につき御指導をいただいた大垣市民病院中央検査

室,坪 根幹夫博士に深謝いたします。
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